
 

 

【待降節黙想会まとめ】指導司祭：淳心会 オノレ神父様 

2025年
ねん

12月
がつ

14日
にち

、カトリック水
み

戸
と

教
きょう

会
かい

で

行
おこな

われたオノレ神
しん

父
ぷ

様
さま

による黙
もく

想
そう

会
かい

は、 

「恐
おそ

れるな。主
しゅ

が共
とも

におられる」という希
き

望
ぼう

の

メッセージを軸
じく

に進
すす

められました。冒
ぼう

頭
とう

では、

黙
もく

想
そう

に入
はい

る心
こころ

構
がま

えとして、すべてを理
り

解
かい

しよ

うとせず、神
かみ

が自
じ

分
ぶん

に向
む

けて語
かた

られる言
こと

葉
ば

を

受
う

け取
と

れるよう祈
いの

りつつ、呼
こ

吸
きゅう

を整
ととの

え心
しん

身
しん

を静
しず

めることが勧
すす

められました。呼
こ

吸
きゅう

そのも

のが神
かみ

の名
な

「ヤハウェ」を呼
よ

ぶ行
こう

為
い

であり、

人
ひと

は生
う

まれてから死
し

に至
いた

るまで、神
かみ

に生
い

かさ

れ続
つづ

けている存
そん

在
ざい

であることが示
しめ

されました。 

現
げん

代
だい

社
しゃ

会
かい

に満
み

ちる不
ふ

安
あん

や孤
こ

独
どく

、自
じ

己
こ

否
ひ

定
てい

の

中
なか

で、希
き

望
ぼう

の 源
みなもと

は神
かみ

にある。イザヤ書
しょ

40章
しょう

を中
ちゅう

心
しん

に、「恐
おそ

れるな。主
しゅ

を待
ま

ち望
のぞ

め」とい

う言
こと

葉
ば

が、バビロン捕
ほ

囚
しゅう

という絶
ぜつ

望
ぼう

の歴
れき

史
し

の

中
なか

で語
かた

られた慰
なぐさ

めであることが解
と

き明
あ

かさ

れました。神
かみ

は罰
ばつ

ではなく愛
あい

をもって民
たみ

を顧
かえり

み、「あなたはわたしの目
め

に高
こう

価
か

で尊
とうと

い」と

宣
せん

言
げん

されます。その愛
あい

は、キリストの十
じゅう

字
じ

架
か

によって私
わたし

たちの罪
つみ

が覆
おお

われ、洗
せん

礼
れい

により

「キリストを着
き

る者
もの

」とされたことにより確
たし

か

なものとなっているのです。 

聖
せい

書
しょ

に366回
かい

繰
く

り返
かえ

される「恐
おそ

れるな」とい

う言
こと

葉
ば

は、神
かみ

が毎
まい

日
にち

共
とも

にいてくださる約
やく

束
そく

で

あり、弱
よわ

さの中
なか

でこそ神
かみ

の恵
めぐ

みが働
はたら

くと語
かた

ら

れました。年
ねん

末
まつ

にあたり、神
かみ

との関
かん

係
けい

、他
た

者
しゃ

との関
かん

係
けい

、自
し

然
ぜん

との関
かん

係
けい

を省
かえり

みることの大
たい

切
せつ

さ、また罪
つみ

の本
ほん

質
しつ

は責
せき

任
にん

転
てん

嫁
か

にあることが示
しめ

され、自
みずか

らの過
あやま

ちを認
みと

める謙
けん

遜
そん

が求
もと

められ

ました。最
さい

後
ご

に、聖
せい

書
しょ

を日
ひ

々
び

読
よ

み、神
かみ

に愛
あい

さ

れている者
もの

として愛
あい

を実
じっ

践
せん

し、置
お

かれた場
ば

所
しょ

で希
き

望
ぼう

をもって福
ふく

音
いん

を証
あか

しする生
い

き方
かた

が励
はげ

ま

しとして示
しめ

されました。 

オノレ神
しん

父
ぷ

様
さま

。わかりやすく、エネルギー

に溢
あふ

れた、すばらしいお話
はなし

をありがとうござ

いました。 広報部／○○○○ 

 

【四旬節黙想会のお知らせ】 

３月
がつ

１日
にち

・四
し

旬
じゅん

節
せつ

第
だい

２主
しゅ

日
じつ

に四
し

旬
じゅん

節
せつ

黙
もく

想
そう

会
かい

が

あります。指
し

導
どう

司
し

祭
さい

はイエズス会
かい

の川
かわ

村
むら

信
しん

三
ぞう

神
しん

父
ぷ

様
さま

です。川
かわ

村
むら

神
しん

父
ぷ

様
さま

は前
ぜん

日
じつ

２月
がつ

28日
にち

に来
らい

水
すい

され、

土
ど

曜
よう

夜
よる

のミサを司
し

式
しき

、３月
がつ

１日
にち

のミサを司
し

式
しき

して

いただいた後
のち

、午
ご

前
ぜん

中
ちゅう

に講
こう

話
わ

、昼
ちゅう

食
しょく

をともにし

て午
ご

後
ご

からはゆるしの秘
ひ

跡
せき

、という予
よ

定
てい

になって

います。テーマ等
とう

は続
ぞく

報
ほう

をお待
ま

ちください。 

【VATICAN NEWSから】聖年閉幕 

教
きょう

皇
こう

レオ14世
せい

は、2026年
ねん

度
ど

の「主
しゅ

の公
こう

現
げん

」の祭
さい

日
じつ

、バチカンの聖
せい

ペトロ大
だい

聖
せい

堂
どう

の「聖
せい

なる扉
とびら

」を

閉
と

じる儀
ぎ

式
しき

をとり行
おこな

われ、これによって、2024年
ねん

12月
がつ

24日
にち

に始
はじ

まり、1年
ねん

あまりにわたり記
き

念
ねん

され

た「聖
せい

年
ねん

」が閉
へい

幕
まく

した。 

〔記事全文 VATICAN NEWS日本語版は〕 
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【典礼部だより】ミサ曲について①～「いつくしみの賛歌（キリエ）」～ 

去
さ

る12月
がつ

28日
にち

・聖
せい

家
か

族
ぞく

の祝
しゅく

日
じつ

のミサでは、

インドネシア共
きょう

同
どう

体
たい

の皆
みな

さんが美
うつく

しい歌
うた

声
ごえ

でラテン語
ご

のミサ曲
きょく

を歌
か

唱
しょう

奉
ほう

仕
し

してくださ

いました。いい機
き

会
かい

なので、これから何
なん

回
かい

か

に分
わ

けて「ミサ曲
きょく

（ミサの賛
さん

歌
か

）」について

取
と

り上
あ

げていきたいと思います。第
だい

１回
かい

は開
かい

祭
さい

で歌
うた

う「いつくしみの賛
さん

歌
か

（キリエ）」から。 

この賛
さん

歌
か

の原
げん

文
ぶん

（『ローマ・ミサ典
てん

礼
れい

書
しょ

』ラ

テン語
ご

規
き

範
はん

版
ばん

）は、Kyrie
キ リ エ

 eleison
エレイソン

.／Christe
ク リ ス テ

 

eleison
エレイソン

.／Kyrie
キ リ エ

 eleison
エレイソン

.です。ギリシア語
ご

の

とても古
ふる

い祈
いの

りで、４世
せい

紀
き

のエルサレムで子
こ

どもたちが晩
ばん

の祈
いの

りの中
なか

で唱
とな

えていた記
き

録
ろく

が

あるといいます。『新
あたら

しい「ミサの式
しき

次
し

第
だい

」

と「ミサの賛
さん

歌
か

」の旋
せん

律
りつ

』（緑
みどり

の冊
さっ

子
し

）にも

カタカナ表
ひょう

記
き

で606・611・616番
ばん

として載
の

っ

ていますね。日
に

本
ほん

語
ご

のカトリック典
てん

礼
れい

でギリ

シア語
ご

が歌
うた

われることがあるのは、この３つ

の「いつくしみの賛
さん

歌
か

（キリエ）」と典
てん

礼
れい

聖
せい

歌
か

集
しゅう

334「ハギオス・ホ・テオス」だけでしょう。 

以
い

前
ぜん

、この賛
さん

歌
か

は「あわれみの賛
さん

歌
か

」とさ

れていて日
に

本
ほん

語
ご

訳
やく

も「主
しゅ

よ、あわれみたまえ

／キリスト、あわれみたまえ／主
しゅ

よ、あわれ

みたまえ」だったことを覚
おぼ

えておいでの方
かた

も

多
おお

いと思
おも

います。「あわれみたまえ」が「いつ

くしみを」に改
かい

訳
やく

された背
はい

景
けい

には、「eleison
エレイソン

と

いう語
ご

の深
ふか

さを表
あらわ

す」「この歌
うた

が単
たん

なる嘆
たん

願
がん

ではなく賛
さん

歌
か

であることを示
しめ

す」などの意
い

図
と

があったといいます。詳
くわ

しくは日
に

本
ほん

カトリッ

ク典
てん

礼
れい

委
い

員
いん

会
かい

編
へん

『感
かん

謝
しゃ

の祭
さい

儀
ぎ

を祝
いわ

う 新
あたら

しい

「ミサの式
しき

次
し

第
だい

」解
かい

説
せつ

』という安
あん

価
か

で分
わ

かりや

すい本
ほん

がありますのでぜひご一
いち

読
どく

ください。 

「いつくしみの賛
さん

歌
か

（キリエ）」は直
ちょく

前
ぜん

の「回
かい

心
しん

の祈
いの

り」と深
ふか

い関
かん

係
けい

があります。例
たと

えば、

『ミサ式
しき

次
し

第
だい

【会
かい

衆
しゅう

用
よう

】簡
かん

易
い

版
ばん

』３ページに

は『回
かい

心
しん

の祈
いの

り三
さん

の場
ば

合
あい

はいつくしみの賛
さん

歌
か

は省
はぶ

く』とありますが、祈
いの

りのことばを見
み

て

分
わ

かる通
とお

り、これは「回
かい

心
しん

の祈
いの

り三
さん

」の中
なか

に

「いつくしみの賛
さん

歌
か

（キリエ）」が含
ふく

まれてい

るためです。また、灰
はい

の水
すい

曜
よう

日
び

では「灰
はい

の式
しき

」、

復
ふっ

活
かつ

の聖
せい

なる徹
てつ

夜
や

祭
さい

では「洗
せん

礼
れい

式
しき

」ないし「洗
せん

礼
れい

の約
やく

束
そく

の更
こう

新
しん

」という回
かい

心
しん

の式
しき

があります

から、重
じゅう

複
ふく

を避
さ

けて「回
かい

心
しん

の祈
いの

り」はなく、

「いつくしみの賛
さん

歌
か

（キリエ）」も歌
うた

いません。

さらに『回
かい

心
しん

の祈
いの

りの代
か

わりに、時
とき

には洗
せん

礼
れい

を思
おも

い起
お

こすために水
みず

の祝
しゅく

福
ふく

と灌
かん

水
すい

を行
おこな

う

こと』（『ローマ・ミサ典
てん

礼
れい

書
しょ

の総
そう

則
そく

』51）も

でき、そうした場
ば

合
あい

も「いつくしみの賛
さん

歌
か

（キ

リエ）」は歌
うた

いません。昨
さく

年
ねん

１月
がつ

と５月
がつ

、水
み

戸
と

教
きょう

会
かい

において司
し

教
きょう

様
さま

司
し

式
しき

で捧
ささ

げられた聖
せい

年
ねん

のミサを思
おも

い出
だ

していただければと思
おも

います。 

少
すこ

し逆
ぎゃく

説
せつ

的
てき

ですが「いつくしみの賛
さん

歌
か

（キ

リエ）」が「回
かい

心
しん

の祈
いの

り」を通
とお

して「洗
せん

礼
れい

」と

深
ふか

く結
むす

びついているのがお分
わ

かりでしょうか。 

回
かい

心
しん

して洗
せん

礼
れい

を受
う

けることこそ信
しん

者
じゃ

として

の第
だい

一
いっ

歩
ぽ

。「回
かい

心
しん

の祈
いの

り」「いつくしみの賛
さん

歌
か

（キリエ）」は、自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

の洗
せん

礼
れい

を思
おも

い起
お

こす

ための祈
いの

り／賛
さん

歌
か

でもあるのだと思います。 

典礼部／○○○○ 監修：ルスニ神父・シスター今田 


